両側乳房に浸潤を認め化学療法にてCRを得た急性骨髄性白血病の1例 by 米田 陽一 et al.
一　441　一
東医大誌　49（3）：441～443，1991
第56回
東京医科大学血液研究会
日 時平成2年12月10日目月）
午後4時00分～
会場東京医科大学病院本館6階臨床講堂
当番教室　内科学教室第一講座
2．　両側乳房に浸潤を認め化学療法にてCR
　　　を得た急性骨髄単球性白血病の1例
　（老年病学）　米田陽一，佐藤慶仁，
　　　田村　彰彦，新　　弘一・，大澤　要子，
　　　勝沼　英宇
　症例は29歳女性，紫斑と前胸部腫瘤を主訴とし
て来院。入院時血液像は，RBC281×104／㎡，　Hb
8．7g／de，血小板1．0×104，WB　C　49700／mfi（芽球41％）
であった。生化学的検査所見では血中，尿中リゾ
チームの上昇を認め，骨髄穿刺にて芽球が78．8％
であった。細胞化学的検査の結果と考え合わせ急
性骨髄単球性白血病と診断した。入院時より認め
た両側前胸部腫瘤は吸引細胞診の結果自血病細胞
による髄外浸潤と思われ，JAL　SG－AML　87プロト
コールを用い治療を開始したところ腫瘤の消退を
認め完全寛解に導入しえた1例を経験したので寛
解導入療法，寛解後治療について文献的考察を加
えて報告する。
　1．　　CD4，CD56陽性の急性単球性白血病の
　　一例
　　（内科学第一）　田内　哲三，大屋敷一馬，
　　　　大屋敷純子，川西　慶一・，木村　之彦，
　　　　外山　圭助
　CD　4，CD　56陽性の急性単球性白血病の一例を
報告する。症例は16歳，男性で発熱を主訴に当科
受診。入院時高温では眼瞼結膜貧血様，腹部所見
では肝を1横指，脾を2横指触知。入院時検査所
見ではWBC　1300／tLe，　Ly　96％，Hb　7．9　g／dε，　P　LT
18．1×104／認，骨髄は過形成でBlast　93．8％であっ
た。白血病細胞はbutylate　esterase陽性，血清
リゾチーム119．0μg／rk，尿中リゾチーム227．O　iLe／
irLeと増加を認めAML－M5aと診断した。細胞表面
マーカーでは骨髄単球系抗原CD　36の発現とともに
CD4，CD　56，HLA－DRの発現がみられた。サザン解
析では免疫関連遺伝子のIgJH，TCRβ，γともに胚
芽型であった。また，白血病細胞のNK活性，
ADCC活性は陰性であった。
　本症例はGattei等がその存在を示唆したmalig－
nant　histiocytosisと共通のリソバ系前駆細胞よ
り発生する単球性白血病であると思われたので報
告した。
【症例】
白血病疑われ89年2月当院入院。末梢血にてWBC
17000（芽球61％）Hb　4．6　Plt20万。骨髄にてPOX
（一），lymphoid　blastが87．2％でありL2と診断。DVP，
L－AdvpにてCRを得たが7月には骨髄にて芽球12％と
増加，L－AdVP無効，ABEPにてCRとなったが，再び12
月骨髄にて芽球82．4％と増加認め各種治療（DCMP，
BH－ACMMP　etc）の何れにも抵抗し呼吸不全にて
90年5月死亡。芽球は初回入院時，POX（一），電顕
にてもMPO（一），　CD19（＋），HLA－DR（＋）染色体はnor－
mal　karyotypeであった。しかし再発時には，芽
球はPOX（＋）表面マーカー上CD　13，14，33（＋），HLA－
DR（＋），電顕にてもMPO（＋）細胞認め，染色体は46xy，t
（2；12）（q37；q13）del（7）（q22）であった。
【考案】　本例は初診時lymphoidのマーカーに加
えCD13が低頻度ながら認められており，再発時には
lympoidマーカーが減少し種々のANLLのマーカ
ーが出現しており，再発時にANLLの形質が増幅され
たと考えられた。
3．　ALL（L2）にて発症し再発時にANLLの形
　　　質を認めたAcute　mixed　leukemiaの1例
　（内科学第三）　藤本　博昭，原田　縦線，
　　林治，野本さい子，内田博之，
　　　六本木　尚，酒井　信彦，伊藤　久雄
　　　　16歳男性，発熱を主訴とし近医受診，
（1）
